
同
梱

物
確

認

万
が

一
不

足
し

て
い

る
も

の
が

あ
っ

た
場

合
に

は
ク

ロ
ス

ボ
ー

ま
で

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。

L
A

N
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
全

体
図

n
e
o
K
IT

 か
ん

た
ん

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
ガ

イ
ド

1
同 同同同

梱 梱梱梱
確 確確確

認 認認認
1

準 準準準
備 備備備

1
配 配配配

線 線線線
接 接接接

続 続続続
1

動 動動動
作 作作作

確 確確確
認 認認認

1
ノ ノノノ

ー ーーー
ド ドドド

設 設設設
置 置置置

1
デ デデデ

ー ーーー
タ タタタ

計 計計計
測 測測測

・ ・・・
評 評評評

価 価価価

1

L
A

N

基
地

局

ス
ト

レ
ー

ジ
メ

モ
リ

（
K
IT

付
属

）

A
C

電
源

電
池

ボ
ッ

ク
ス

照
度

セ
ン

サ
ー

温
度

セ
ン

サ
ー

湿
度

セ
ン

サ
ー

ア
ン

テ
ナ

無
線

モ
ジ

ュ
ー

ル

電
源

ス
イ

ッ
チ

上
蓋

開
放

時

S
lu

gg
o
の

配
線

を
行

い
ま

す
。

右
図

の
よ

う
に

L
A

N
、

基
地

局
（D

IS
K
２

）、
ス

ト
レ

ー
ジ

メ
モ

リ
（D

IS
K
１

）、
A

C
電

源
ケ

ー
ブ

ル
配

線
を

し
て

く
だ

さ
い

。
S

lu
gg

o
は

初
期

設
定

で
Ｄ

Ｈ
Ｃ

Ｐ
設

定
さ

れ
て

お
り

、
L
A

N
に

接
続

す
る

と
す

ぐ
に

IP
ア

ド
レ

ス
が

割
り

当
て

ら
れ

ア
ク

セ
ス

で
き

ま
す

。

2 3

54

温
湿

照
度

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

、
4c

h-
A

D
C

ノ
ー

ド
に

電
池

を
セ

ッ
ト

し
て

く
だ

さ
い

。
矢

印
方

向
に

電
池

ボ
ッ

ク
ス

を
は

ず
し

ま
す

。
右

図
の

よ
う

に
単

3乾
電

池
3本

並
列

の
6本

ケ
ー

ス
に

3本
の

み
付

属
し

て
い

る
電

池
を

セ
ッ

ト
し

ま
す

。
※

6本
入

れ
る

場
合

は
新

し
い

電
池

を
入

れ
新

古
混

ぜ
な

い
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

基
地

局
の

配
線

を
行

い
ま

す
。

右
図

の
よ

う
に

S
lu

gg
o
と

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

で
接

続
し

て
く
だ

さ
い

。 メ
ン

テ
ナ

ン
ス

ノ
ー

ド
の

配
線

を
行

い
ま

す
。

右
図

の
よ

う
に

配
線

を
し

て
く

だ
さ

い
。

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

は
P

C
と

接
続

し
ま

す
。

　
　

51
pi

n-
50

pi
n変

換
コ

ネ
ク

タ
に

は
向

き
が

あ
り

ま
す

の
で

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

温
湿

照
度

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

（
N

o
d
e
ID

 =
 1

,2
）

２
4
c
h
-
P

t1
0
0

ノ
ー

ド
（
N

o
d
e
ID

 =
 3

）

1
基

地
局

ノ
ー

ド
（
N

o
d
e
ID

 =
 0

）

１

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

ノ
ー

ド
（
N

o
d
e
ID

 =
 1

0
0
）

１
M

IB
5
2
0
 プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ボ
ー

ド
１

２
温

度
セ

ン
サ

付
き

P
t1

0
0
ケ

ー
ブ

ル
２

電
圧

セ
ン

サ
用

評
価

用
ケ

ー
ブ

ル
4

5
1
p
in

-
5
0
p
in

変
換

コ
ネ

ク
タ

１
１

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

１
２

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

ノ
ー

ド

4
c
h
-
電

圧
測

定
 ノ

ー
ド

温
湿

照
度

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

ブ
ラ

ウ
ザ

用
P

C

n
e
o
K
IT

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

C
D

１
S
ta

rg
a
te

N
e
tB

ri
d
ge

 C
D

１
A

C
ケ

ー
ブ

ル
１

S
lu

gg
o
用

L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
１

１

S
lu

gg
o
と

接
続

P
C

と
接

続

M
IB

52
0プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ボ
ー

ド
と

P
C

を
U

S
B

接
続

し
ま

す
。

付
属

の
U

S
B

ケ
ー

ブ
ル

S
lu

gg
o
 (
 N

B
10

0 
)

基
地

局
ノ

ー
ド

1

2

3

4

5

6
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ノ

ー
ド

5
1
p
in

-
5
0
p
in

変
換

コ
ネ

ク
タ

M
IB

5
2
0
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ボ
ー

ド

S
lu

g
go

 セ
ッ

ト
に

同
梱

S
lu

g
go

（
N

B
1
0
0
）

S
lu

g
go

 セ
ッ

ト
に

同
梱

S
lu

g
go

 セ
ッ

ト
に

同
梱

S
lu

gg
o
 セ

ッ
ト

に
同

梱
S
lu

gg
o
 セ

ッ
ト

に
同

梱

ス
ト

レ
ー

ジ
メ

モ
リ

ノ
ー

ド
用

単
3

乾
電

池
　

※
1
※

2
保

証
書

ラ
イ

セ
ン

ス
証

本 本本本
ス ススス

タ タタタ
ー ーーー

ト トトト
ア アアア

ッ ッッッ
プ プププ

ガ ガガガ
イ イイイ

ド ドドド
は ははは

プ プププ
リ リリリ

セ セセセ
ッ ッッッ

ト トトト
環 環環環

境 境境境
で ででで

イ イイイ
ン ンンン

ス ススス
ト トトト

ー ーーー
ル ルルル

作 作作作
業 業業業

不 不不不
要 要要要

の ののの
下 下下下

運 運運運
用 用用用

検 検検検
討 討討討

を ををを
行 行行行

う ううう
た たたた

め めめめ
の ののの

ガ ガガガ
イ イイイ

ド ドドド
に ににに

な ななな
り りりり

ま ままま
す すすす

。 。。。

上
蓋

開
放

時

※
１

　
付

属
電

池
は

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
用

で
あ

り
、

電
池

寿
命

は
保

証
し

ま
せ

ん
。

※
２

　
温

湿
照

度
セ

ン
サ

ノ
ー

ド
、

4
c
h
-
A

D
C

ノ
ー

ド
に

3
本

ず
つ

同
梱

し
て

い
ま

す
。

４
ch

-P
t1

00
ノ

ー
ド

、
に

つ
い

て
は

温
度

セ
ン

サ
、

コ
ネ

ク
タ

付
き

ケ
ー

ブ
ル

を
右

図
の

よ
う

に
接

続
し

ま
す

。
C

N
1～

C
N

４
ま

で
の

ど
こ

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
４

ch
-電

圧
測

定
ノ

ー
ド

は
開

放
で

か
ま

い
ま

せ
ん

。

上
蓋

開
放

時

C
N
1

6

4
c
h
-
電

圧
入

力
ノ

ー
ド

（
N

o
d
e
ID

 =
 4

）

1

C
N
2

C
N
3

C
N
4

4
c
h
-
P

t1
0
0
 ノ

ー
ド

こ
の

位
置

に
入

れ
る



ご ごごご
希 希希希

望 望望望
の ののの

設 設設設
置 置置置

箇 箇箇箇
所 所所所

に ににに
測 測測測

定 定定定
ノ ノノノ

ー ーーー
ド ドドド

を ををを
配 配配配

置 置置置
し ししし

て ててて
く くくく
だ だだだ

さ さささ
い いいい

。 。。。
設 設設設

置 置置置
時 時時時

の ののの
注 注注注

意 意意意
点 点点点

は ははは
以 以以以

下 下下下
の ののの

通 通通通
り りりり

で ででで
す すすす

。 。。。

S
lu

gg
o
電

源
を

入
れ

ま
す

。
ブ

ー
ト

に
２

分
ほ

ど
掛

か
り

ま
す

｡S
lu

gg
o
前

面
の

D
IS

K
1の

L
E
D

が
縁

に
点

灯
す

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

す
べ

て
の

ノ
ー

ド
の

電
源

を
入

れ
ま

す
。

E
as

y　
M

an
ag

er
を

起
動

し
、

パ
ケ

ッ
ト

モ
ニ

タ
画

面
で

パ
ケ

ッ
ト

の
送

出
状

況
を

確
認

し
ま

す
。

電
池

ボ
ッ

ク
ス

照
度

セ
ン

サ
ー

温
度

セ
ン

サ
ー

湿
度

セ
ン

サ
ー

ア
ン

テ
ナ

無
線

モ
ジ

ュ
ー

ル

電
源

ス
イ

ッ
チ

上
蓋

開
放

時

電
源

ボ
タ

ン

〒
6
6
0
-
0
8
9
1
 兵

庫
県

尼
崎

市
扶

桑
町

1
-
1
0
 住

友
精

密
工

業
構

内
E
-
M

ai
l 
sa

le
s＠

 x
bo

w
.jp

w
w

w
.x

bo
w

.jp

ノ
ー

ド
間

の
電

波
到

達
距

離
は

見
通

し
距

離
で

2
0
0
m

前
後

に
な

り
ま

す
が

、
こ

れ
を

設
置

条
件

に
考

慮
く
だ

さ
い

。
到

達
距

離
は

電
波

環
境

に
依

存
し

ま
す

の
で

、
最

初
は

数
十

メ
ー

ト
ル

程
度

で
試

行
し

て
く
だ

さ
い

。

ア
ン

テ
ナ

の
向

き
は

送
受

信
側

が
平

行
に

な
る

よ
う

右
図

の
よ

う
に

向
き

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。

ノ
ー

ド
を

床
面

に
設

置
し

ま
す

と
、

電
波

強
度

が
弱

く
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
可

能
な

限
り

送
受

信
側

で
高

さ
を

あ
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。

周
囲

環
境

に
金

属
質

の
物

体
等

が
あ

り
ま

す
と

、
電

波
の

通
り

に
く
い

環
境

が
生

ま
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

E
as

yM
an

ag
e
r　

S
n
if
fe

rで
参

照
で

き
る

電
波

強
度

が
-
7
5
d
b以

下
に

な
り

ま
す

と
パ

ケ
ッ

ト
ロ

ス
が

発
生

し
や

す
く
な

り
ま

す
。

E
as

yM
an

ag
er

を
起

動
し

、
ノ

ー
ド

情
報

画
面

で
全

ノ
ー

ド
が

認
識

で
き

て
い

る
か

確
認

し
ま

す
。

チ
ャ

ン
ネ

ル
は

初
期

値
の

１
５

に
設

定
し

て
く
だ

さ
い

。
N

o
de

ID
が

１
～

4ま
で

す
べ

て
認

識
で

き
れ

ば
O

K
で

す
。

1 2 3

ク
ロ

ス
ボ

ー
株

式
会

社

1 2 3 4

M
o
te

 E
xp

lo
re

rへ
ロ

グ
イ

ン
し

ま
す

。
下

記
ペ

ー
ジ

へ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ブ
ラ

ウ
ザ

で
ア

ク
セ

ス
し

ま
す

。
「
h
tt

p
:/

/
sl

u
gg

o
-
01

1
1
8
/
」
　

　
※

シ
リ

ア
ル

ナ
ン

バ
ー

が
0
1
1
1
8
の

場
合

(右
下

図
)

S
lu

gg
o
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

完
了

す
る

と
、

右
の

よ
う

な
ペ

ー
ジ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

ロ
グ

イ
ン

の
U

se
rn

am
e
と

P
as

sw
o
rd

は
以

下
の

と
お

り
で

す
。

U
se

rn
am

e
: 
ad

m
in

P
as

sw
o
rd

: 
c
ro

ss
b
o
w

こ
れ

ら
は

、
後

の
設

定
で

変
更

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

ロ
ギ

ン
グ

デ
ー

タ
を

グ
ラ

フ
表

示
さ

せ
る

に
は

新
規

に
チ

ャ
ー

ト
を

作
成

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

  
  
  
  
  
  
  
  
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

右
の

ウ
イ

ン
ド

ウ
に

お
い

て
、

チ
ャ

ー
ト

名
称

を
入

力
後

、
グ

ラ
フ

化
対

象
デ

ー
タ

と
、

被
測

定
ノ

ー
ド

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。
グ

ラ
フ

は
２

軸
ま

で
対

応
で

き
ま

す
。

右
の

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

詳
細

は
下

記
マ

ニ
ュ

ア
ル

参
照

付
属

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

C
D

-
R

内
\
取

扱
説

明
書

\
S
ta

rg
at

e
N

e
tB

ri
d
ge

_U
se

rs
M

an
u
al

.p
d
f

4 ト
ポ

ロ
ジ

ー
情

報
画

面
で

全
ノ

ー
ド

が
認

識
で

き
て

い
る

か
確

認
し

ま
す

。
ノ

ー
ド

マ
ー

カ
ー

⑤
を

ド
ラ

ッ
グ

し
て

実
際

の
位

置
関

係
に

近
く
な

る
よ

う
配

置
し

て
く
だ

さ
い

。
初

期
状

態
は

重
な

っ
て

い
ま

す
。

5

1

3 4

E
as

y　
M

an
ag

e
rは

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
を

簡
易

的
に

監
視

で
き

る
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ツ

ー
ル

で
す

。

E
as

y　
M

an
ag

e
r　

動
作

環
境

の
確

認
を

し
ま

す
。

対
応

O
S

：
　

・
W

in
do

w
sX

P
日

本
語

版
そ

の
他

：
　

・
F
la

sh
9
プ

ラ
グ

イ
ン

が
動

作
す

る
ウ

ェ
ブ

ブ
ラ

ウ
ザ

　
　

（
In

te
rn

e
t 

E
xp

lo
re

r 
6
以

上
推

奨
）

　
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

　
・
U

S
B

ポ
ー

ト

2

5 ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
起

動
は

右
の

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

ア
イ

コ
ン

か
ら

行
い

ま
す

。

引
き

続
き

E
as

y　
M

an
ag

e
r

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
へ

移
行

し
ま

す
。

「
次

へ
」
を

押
し

て
く

だ
さ

い
。

イ
ン

ス
ト

ー
ル

フ
ォ

ル
ダ

、
使

用
ユ

ー
ザ

を
決

定
し

「
次

へ
」
を

押
し

て
く
だ

さ
い

。
通

常
は

こ
の

ま
ま

で
問

題
あ

り
ま

せ
ん

。
n
e
o
K
IT

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

C
D

内
の

「
\
n
e
o
K
IT

 
E
as

yM
an

ag
e
rセ

ッ
ト

ア
ッ

プ
」

フ
ォ

ル
ダ

内
に

あ
る

「
se

tu
p
.e

xe
」
を

実
行

し
、

.N
E
T
 F

ra
m

e
 

w
o
rk

 
2
.0

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル
を

行
い

ま
す

。
右

の
画

面
で

「
同

意
す

る
」
を

押
し

て
く
だ

さ
い

。

6 工
場

出
荷

状
態

　
ノ

ー
ド

仕
様

ノ
ー

ド
動

作
の

工
場

出
荷

状
態

仕
様

は
下

記
の

と
お

り
で

す
。

パ
ケ

ッ
ト

の
到

達
時

間
等

か
ら

ご
確

認
く
だ

さ
い

。
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
更

新
間

隔
　

：　
６

０
秒

セ
ン

シ
ン

グ
間

隔
　

：　
６

０
秒

平 平平平
行 行行行

S
m

a
rt

D
u
st

, 
M

ot
eW

or
ks

,M
O

T
E
, n

eo
M

O
T
E
は

住
友

精
密

工
業

の
登

録
商

標
で

す
。

C
R
O

S
S
B

O
W

は
C

ro
ss

bo
w

 e
ch

n
ol

og
y,

In
c
.の

登
録

商
標

で
す

。
  

 
そ

の
他

記
載

さ
れ

て
い

る
会

社
名

、
製

品
名

は
一

般
に

各
社

の
商

標
ま

た
は

登
録

商
標

で
す

。
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

製
品

は
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
供

給
で

あ
り

別
途

個
別

契
約

が
な

い
限

り
は

サ
ポ

ー
ト

や
修

正
の

義
務

を
追

い
ま

せ
ん

。
人

体
、

シ
ス

テ
ム

、
財

産
、

通
信

等
に

危
害

を
及

ぼ
す

可
能

性
の

あ
る

使
用

に
は

当
社

は
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。

仕
様

や
情

報
は

代
表

値
で

あ
り

、
ま

た
予

告
無

く
変

更
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
い

か
な

る
場

合
も

使
用

者
の

責
任

に
お

い
て

電
波

法
の

範
囲

内
で

お
使

い
く
だ

さ
い

。
輸

出
に

は
許

可
が

必
要

で
す

。
不

許
転

載
 (
c
) 
2
00

8.
8
 住

友
精

密
工

業
株

式
会

社
 


